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研 究 所 彙 報
1997.1.1997.12
編著書 ・論文
〔有薗正一郎所員〕
「低湿地水田における冬季高畦の研究」
『歴史地理学』182,1月31日
「冬季水高畦の造成手順の研究」 『愛大
史学』第6号,3月15日
「耕起具の発達過程 における岐阜県の人
力黎の位置付 け試論」 『郷土研紀要』第
42輯,3月20日
『在来農耕の地域研究』古今書院,10月
16日
〔安藤萬壽男所員〕
「揖斐川支派川での大正改修 を診る」
『Kisso』vol.21(木曽川下流工事事務所)
1月
「明治河川改修以前の立田輪 中(続)」
『愛大綜合郷土研究所紀要』第42輯,3
月20日
「木 曽川上流改修 を省み る」 『Kisso』
VOI,22(木曽川下流工事事務所)4月
「立田輪中の治水 と土地利用上の苦労」
『Kisso』vol.24(木曽川下流工事事務所)
10月
〔市野和夫所員〕
「とりもどそ う豊かな海 三河湾一 「環
境保全型」開発批判」八千代出版,8月
5日
「三宅島熔岩上植生におけるオオバヤシ
ャブシAlnussieboldiana落葉か らの炭
素および窒素供給量」『一般教育論集』
(愛知大学教養部)13号,9月30日
「三宅島1874年熔岩流上の植物相」『一
一203一
般 教 育 論 集 』(愛 知 大 学 教 養 部)9月30
日
〔伊 東 利 勝 所 員 〕
「朝 鮮 人 の ま ち 豊 橋 一 大 正 お よ び 昭 和 初
期 在 日 朝 鮮 人 の 人 ロ ー 」 『愛 大 史 学 』 第
6号,3月
〔江 口 圭 一 所 員 〕
「盧 溝 橋 事 件 ・南 京 大 虐 殺60周 年 と 歴 史
認 識 」(部 落 問 題 研 究 所 編 刊)『 「自 由 主
義 史 観 」 の 本 質 』11月20日
〔大 礒 義 雄 所 員 〕
『芭 蕉 と蕉 門 俳 人 』 八 木 書 店 ,3月26日
〔権 根 勇 所 員 〕
"G
roundwatermanagementofthedesert
regionintheageofglobalwarming."
ProceedingsofJapan-GulfCoastCoun-
tries:WaterResourcesandGreeningin
Desert,pp.3-1-一一3 6,1997.
"PaleohydrologyofthelostVedicSaras-
vatiRiverduringtheIndusCivilization."
ProceedingsoftheInternationalSympo-
siumonHydro-EnvironmentinAsia,pp.
11-15,199?.
「中 国 の 地 球 変 化 研 究 戦 略 」 『中 国21』
創 刊 号,PP.213-218,1997.
"Globalwarmingandgroundwaterre-
sourcesinaridlands.In"FreshwaterRe-
sourcesinAridLands"UnitedNations
UniversityEnvironmentalForumV,pp.
70-80,1997.
〔北 野 信 彦 研 究 員 〕
「近 世 出 土 漆 器 資 料 の 保 存 処 理 に 関 す る
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問題点 ・皿一文献 史料 か らみた赤色系 漆
に使 用 す る朱 の 製法 につ い て一 」 『文 化
財 保存修復 学会誌』 第41巻 文化財保存
修復 学会,3月25日
「汐留 遺 跡 出 土 漆 器 資料 の製 作 技 法」
『汐留遺跡1』 東京都埋 蔵文化財 セ ン タ
ー,3月30日
「溜池遺跡 出土漆器資料 の材 質 と製作技
法」『溜池遺 跡』都内遺跡 調査会 ・総 理府,
3月30日
「文 献史料 か らみ た近世 蒔絵漆器 につい
て」 『元興寺 文化 財研 究』No.61働)元興
寺文 化財研究所,5月30日
〔木 山 実所 員〕
「貿 易商会 の設 立 とそ の挫折一 三井 物産
との比 較 も含 めて一 」 『経営 史学』3月
〔沓掛俊 夫所 員〕
「中部 地方領家帯 の三都橋花 こう岩体 の
地球 化学的研究(そ の3:希 土類 とア ク
チ ノイ ド元素)」 『愛知大学綜 合郷土研 究
所紀要』42輯,3月20日
「琵琶湖 周辺の花 こう岩質岩体一 その4
:比良 山地 の花 こ う岩類」 『地球 科学』
51巻,5月25日
"ThedepthofemplacementoftheMitsu-
hashiGraniteplutonintheRyokeBelt,
centralJapan"Jour.Geol.Soc.Japan,
103,604-607.6月25日
"Petrologyandgeochemistryofacalcic
andferrousgranitoidpluton:theMitsu-
hashiGraniteintheRyokeBelt,south-
westJapan"Jour.Min.Petr.Econ.Geol.,
92,231-244.6月25日
「ア ルベ ル トゥス ・マ グヌスの金属論一
『鉱物論』第IH・IV巻一」『一般 教育論 集』
(愛知大学教 養部)13号,1～10,9月
30日
"Garnetversuscummingtoniteinthe
quartzdioritesoftheMitsuhashiGranite
plutonintheRyokeBelt,southwest
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Japan"EarthSci.,51,433-441.11月25
日
〔武田圭太所員〕
「海外 ・帰国子女の生涯キャリア発達一
予備報告4:中 学校教師の帰国学生への
印象一」『愛知大學文學論叢』第114輯,
3月20日
「日本人の生涯キャリアの創造一共依存
関係のなかでの個性化の実現一」『ビジ
ネス ・インサイ ト』第5巻 第1号,3月
25日
『リーデ イングス 日本の労働 第6巻
職場 と人間』(共編著)日本労働研究機構,
7月28日
「海外 ・帰国子女の生涯キャリア発達一
予備報告5:総 合食品製造会社における
管理職昇進 までの勢力獲得経験一」 『愛
知大學文學論叢』第115輯,9月20日
〔遠山佳治研究員〕
「江戸時代後期,三河における真宗寺院
の組織 について」『愛知県史研究』創刊号,
3月31日
「名古屋の菓子事情」 『和菓子』4号 ,
3月31日
(共著)「東海地域の伝統的和菓子につ
いて」『名古屋女子大学紀要』43号,3
月9日
(共著)「江戸時代後期の三河における
寺院の生活(上)」『岡崎市史研究」17・
18合併号,3月25日
(共著)「平成8年,愛 知県地方史研究
の動向」『信濃』49巻6号,6月1日
〔藤田佳久所員〕
東亜同文書院 ・中国調査旅行報告書(原
題 『支那調査報告書』 について)雄 松堂
出版,2月
『大工場のある町』5月 ,小 峰書店
「どうしてで きたか1千 万ヘクタールの
人工林」『森林科学』第19号,2月
「豊川下流地域における水害と治水運動
一 豊 川 ・霞 堤 の 研 究(そ の3)」 『愛 知 大
学 綜 合 郷 土 研 究 所 紀 要 』 第42輯,3月
「「花 祭 論 」 を め ぐ っ て 」 『花 祭 論 』 岩 田
書 院 所 収,3月
『経 済 地 理 学 の 成 果 と課 題 』 第5集 ,大
明 堂,10月
「渥 美 半 島 と伊 勢 を む す ぶ 歴 史 的 ネ ッ ト
ワ ー ク 」 『渥 美 ・伊 勢 地 域 交 流 事 業 報 告
書 』9月
「三 遠 南 信 地 域 星 座 論 」 『三 遠 南 信 ネ ッ
ト ワ ー ク』 新 葉 社 所 収,7月
「三 遠 南 信 地 域 に か っ て の 統 合 機 能 を一
飯 田 線 の 活 性 化 と の 関 連 に お い て 一 」
『三 遠 南 信 ネ ッ ト ワ ー ク 』 新 葉 社 所 収 ,
7月
「都 市 化 と 土 地 条 件 一 豊 川 下 流 域 を 中 心
に 一 」 エ コ 通 信,5・6合 併 号,8月
〔西 條 八 束 所 員 〕
"ExperimentalAnalysisofLakeEcosy-
stemusingMesocosmsinLakeSuwa.
CollectedReprints."Ed.withM.Sakamo-
to.317pp.InstituteforHydrospheric-
AtmosphericSciences,NagoyaUniversi-
ty.March,1997.
"LimnologicalStudiesontheRioDoce
ValleyLakes,Brazil."Ed.withJ.G.
Tuhdisi.528pp.BrazilianAcademyof
Sciences.April,199?.
『と り も ど そ う 豊 か な 海 三 河 湾 一 「環
境 保 全 型 開 発 批 判 」』 監 修 ・著,312頁,
八 千 代 出 版,8月5日
『湖 の 世 界 を さ ぐ る 』 村 上 哲 生 と共 著 ,
103頁,10月22日
"Physicochemicalfeaturesofriversand
lakesinPantanalWetland."WithO.
Mitamuraetal.,Jpn.J.Limnol.,58:
69-82.March,1997.
"Influenceofestuarybarragecon-
structiononalgalgrowthandoxygende-
ficiencyintheNagaraRiver,Japan."Pro-
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ceedings8thInternationalSymposiumon
RiverandLakeEnvironments,Wuhan,P.
R.China,ActaHydrobiologicaSinica,21:
103-113.Sept.1997.
「建設省 ・水 質源開発公 団 の資 料か らみ
た ゲー ト閉鎖 後の水 質の変化」 『水情 報』
17(11):9～11,11月15日
「深 い湖 の謎,"滋賀 の人 と自然 を語 る"」
第1章,吉 良竜 夫,熊 谷 道夫 と座 談,2-27,
『ぎ ょうせい』(滋賀 県企画),3月27日
「湖畔 にて,"特集 ・諏訪湖",山 崎壮一一
と対談」 『地域 文化』(八 十二文化 財団)
No.41,16～20,7月1日
「長江 ・三峡紀行」『みず』21号,20--27,
㈹ 日本水環境 学会,身 近 な生活環境研 究
委 員会誌,6月10日
「P.H.Nienhuis&A.C.Smaal編"The
OosterscheldeEstuary(TheNether-
lands)ACase-StudyofaChanging
Ecosystem"」奥 田節 夫,山 室真 澄 と共著,
『陸水 学雑誌』,58,215～217,6月
「市 川 新著"多 摩 川:そ のエ コバ ラ ン
ス"一 都市 と河川環境 の均衡 をめ ざ して
一 」 『月刊 下水道』20巻12号,88,12月
(自薦)"三 河 湾"一 三 河湾 の 再生 を願
って何 をなすべ きか一」 『週 間金 曜 日』
199号,12月12日
〔堀 井令以知 所員〕
『比較言 語学 を学 ぶ 人のため に』 世界思
想社,3月20日
『決 ま り文句語源 辞典』 東京堂 出版,9
月25日
「語 源 をた どる(1トエ セ語源説 と科学 的
な語 源研 究」 『月刊 日本語』 アル ク社,
4月1日
「語 源 をた どる(2>一地域語(方 言)と 語
源 研 究」 『月刊 日本 語』 ア ル ク社,5月
1日
「語 源 をた どる(3)一語源研 究 を 日本 語教
育 に生 か す」 『月刊 日本 語』 アル ク社,
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6月1日
「語源をたどる(4ト現代語 と語源研究」
『月刊 日本語』アルク社,7月1日
「印欧語にまでさかのぼれる外来語の語
源」 『語源探求5』 明治書院,7月30日
〔松下 智所員〕
「奥三河に於ける製茶法の系譜一金田家
資料 を中心 として」 『愛知大学綜合郷土
研究所紀要』第42輯,3月20日
「製茶法の民族的研究一竜膳県の餅茶 と
団茶」『齋田茶文化振興財団紀要』第2集,
6月17日
〔宮沢哲男所員〕
「豊橋市における雨水の水質に関する統
計的分析」 『一般教育論集』(愛知大学教
養部)第12号,1月30日
「長野県立立科町女神湖の水文学的研究
(1)」『愛大史学』3月15日
「豊橋市 における酸性雨の実例(そ の
3)」『一般教育論集』(愛知大学教養部)
第13号,9月30日
「庄内川水系の水質(3)」(共),『一般教
育論集』(愛知大学教養部)第13号,9
月30日
〔村瀬典章研究員〕
『刈谷市文化財団図録』刈谷市教育委員
会,3月28日
『刈谷市文書目録』2 ,刈谷市教育委員
会,3月28日
〔安井俊夫所員〕
「自由主義史観による日本近代史教育批
判」『歴史地理教育」5月
「日本近代史 と15年戦争への岐路」『一
般教育論集』(愛知大学教養部)13号,
9月30日
〔吉野正敏所員〕
「気候」(真田町誌,自然編),真田町誌
刊行会,1月31日
「エル ・ニーニ ョと日本 の自然災害」
『災害の研究』28巻,3月31日
『気候地 名 をさ ぐる』 学 生社,1月31日
「千葉 県 の花 の栽 培 と気候 」 『環境 情 報
研 究』5,4月30日
『中国 の砂 漠化』愛 知大学 文學 会叢書1 ,
5月29日
『熱帯 中国』 古今書 院,2月25日
"ClimateandSocieties"KluwerAcad.
PubLlO月1日
〔和 田明美所 員〕
「作 歌 のための文法63～69ト確認 の助 動
詞 「き」 「つ」一 」 『南国短 歌』 南 国短歌
社,1月 ～2月
「渥美半 島言語地 図集(解 釈 編)一 その
H(16～40)」『愛 知大学綜 合郷土研 究所
紀 要』 第42輯,3月20日
「額 田王 の恋(そ の一)一 あか ね さす紫
しめ の
野行 き標野行 き一」『東海愛知新聞』東
海愛知新聞社,5月14日
「額田王の恋(そ の二)一 紫草のにほへ
る妹 を憎 くあ らば一」『東海愛知新聞』
東海愛知新聞社,6月1日
「高知県幡多郡佐賀町伊与喜方言アクセ
ン トに見 られる」 『日本列島方言叢書』
21四 国方言考① 「「拍内降下」の現象」
ゆまに書房,10月
学会 ・研究会報告および講演会など
〔有薗正一郎所員〕
〔歴史地理学会〕「明治初期の滋賀県民 の
消費量」5月18日
〔安藤萬寿男所員〕
〔歴史と民俗第2回(尾 西市歴史民族資料
館)〕「尾張藩の治水行政と水害対策」6
月22日
〔佐織町公民館〕「尾張における治水事業」
9月21日
〔市野和夫所員〕
〔東三河開発懇話会,第90回東三河早期交
流会〕「豊川 と三河湾」9月10日
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〔中部の環境 を考える会,三 河湾の再生 を
考 えるシンポ ジウム〕「集水域か ら三河
湾の再生を考える」6月21日
〔蒲郡市民大学講座〕「三河湾の環境 と水
質汚染」11月7日
〔椎根 勇所員〕
〔愛大綜合郷土研究所〕「水循環が地球 を
救 う」3月1日
〔日本地理学春季大会〕「21世紀の地理学
への提言」3月29日
〔広島市地域環境計画協会〕「流域水循環
システムの総合管理」5月2日
〔電力中央研究所 トリレンマ シンポ ジウ
ム〕「水循環 システムの再評価」5月21
日
〔愛大 同窓会四 日市支部〕「地球環境問題
として21世紀の私たち」6月21日
〔東海地域研究セ ンター〕「地球温暖化 と
水問題」7月7日
〔環境庁水質保全局〕「水循環 と環境」7
月9日
〔日本地理学会秋季大会〕「インダス文明
の崩壊要因としてのサ トレジ川の河道変
化」10月11日
〔ア ジアの水文環境 国際 シ ンポジウム〕
"Palen-hydrologyofSarasvatiRiverdur-
ingthelnduscivilization"11月6日
〔国際緑化セ ミナー〕 「地球温暖化の時代
における砂漠地域の地下水管理」11月12
日
〔海外環境協力セ ミナー〕 「水文学的にみ
た水資源問題」11月13日
〔日本学術会議公開講演会〕「地球温暖化
に対する日本学術会議の取 り組み」11月
18日
〔静岡県流域環境保全講演会〕 「流域の健
全な水循環の確保 とパー トナーシップの
構築に向けて」11月20日
〔北野信彦研究員〕
〔保存科学研究集会〕「製法記録か らみた
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人造の朱 ・ベンガラ」2月20日,奈良国
立文化財研究所
〔文化財保存修復学会〕「近世漆器 に用い
られた蒔絵材料に関する基礎的調査」6
月7・8日,東 北芸術工科大学
〔日本文化財科学会〕「尼寺廃寺塔心礎出
土遺物の 自然科学的調査」6月21・22日,
天理大学
〔木山 実所員〕
〔中部 ・経営史 ワークシ ョップ〕「創業期
の三井物産について」12月6日,経営史
学会
〔沓掛俊夫所員〕
〔愛知県東三河消費生活センター ・消費生
活講座〕「どうなる地球環境一45.5億年
の地球史か ら一」1月20日
〔日本科学史学会第44回年会〕「アルベル
トゥス ・マグヌスの金属論一 『鉱物論』
第皿 ・IV巻一」6月1日,青 山学院女子
短期大学
〔日本科学史学会東海支部例会〕 「西欧の
古代 ・中世 ・近世の鉱物概 念 をめ ぐっ
て」6月14日,名古屋市千種区 ・三喜神
社
〔愛知大学浜松公開講座〕「天竜川流域 の
地学散歩」6月27日,ア ク トシティ浜松
〔日本地質学会第104年学術大会〕「近畿地
方領家帯のはんれい岩体中の斜長岩レン
ズのジル コンU-Pb年代」10月12日,
九州大学六本松キャンパス
〔田原町 ・消費者生活講座〕「かけがえの
ない地球 と人類～くらしと地球環境～」
11月7日
〔豊橋市 ・消費生活基礎講座〕「環境問題
地球 はだいじょ一ぶ?」11月11日
〔小浜ふみ子所員〕
〔日本都市社会学会第15回大会〕テーマ部
会 「都市の歴史社会学一都市形成の担い
手たち」「町内社会の担い手層の社会史」
6月27日
(6)
〔西條 八束所 員〕
(3rdInternationalConferenceonReser-
voirLimnologyandWaterQuality.)
"Formationofoxygendeficiencyinlower
reachesofbarrageestuarydamonthe
NagaraRiver,Japan."August141997;
CesdeBudejovice,CzechRepublic.
〔第1回 長 良川 に係 る ヒア リング,環 境 庁
水質保全 局(公 開)〕「長 良川の水環境 に
係 る認識 と課題 及び長良川河 口堰 に係 る
検討課題 につ いて」3月17日
〔中部 の環 境 を考 える会主催"三 河湾 の再
生 を考 え るシンポ ジウム"〕司会,豊 橋 市,
6月21日
〔シ ンポジ ウム 「長 良川河 口運用 か ら2年,
その被害 と現状 を考 え る会 ・公 共事業 チ
ェ ック機 構 を実現 する議員 の会他主催〕
「ゲー ト閉鎖で水 質 にどんな変化が起 き
たか」7月7日
〔初任 行政 研修(1種 試験 合格者)「 行 政
政策史」〕 「長良川河 口堰の水 質一 そ の予
測 と現状 」7月9日,人 事 院公 務員研修
所
〔放 送大学 ・京都地域 学習セ ンター面接授
業〕 「水 環境 を考 える」7月12・13日
〔長 良川 フ ォー ラム〕 「建設 省 ・水資 源 開
発 公 団の資料か らみたゲ ー ト閉鎖後 の水
質の変化」11月3日,郡 上八幡
〔招 待 講 演〕"MikawaBay,causesof
heavyeutrophicaionandthewaytore-
coverfromit-acasestudy-"11月11
日 安 山,韓 国 海 洋研 究 所;11月12日
馬山,慶 南 大学環境科 学科
〔鈴木 源一郎研 究員〕
〔NHK文化 セ ミナ ー〕 「神宮 徴古館 と神宮
美 術館 について」1月11日
〔NHK文化 セ ミナー〕 「『古事記』 と神 々」
毎 月第一土 曜 日
〔武 田圭太所 員〕
〔日本社 会心理 学 会第38回大 会〕 「出身 地
1:
域の集団同一性の受容葛藤 とキャリア選
択の自由一愛知県北設楽郡東栄町の花祭
に関する事例一」9月6日
〔産業 ・組織心理学会第13回大会〕 「母親
の仕事経験 と青年後期の子が望む女性の
働 き方との関係(2)」9月13日
〔日経企業第動 コンファレンス〕「キャリ
アの過去 ・現在 ・未来に関する大学生の
認知」11月9日
〔遠山佳治研究員〕
〔平成8年 度岡崎地方史研究会総会〕「三
河における立山信仰」3月25日
〔藤田佳久所員〕
〔新城 ・設楽地方林材研究会〕 「今,山 を
どう見直すか一山に与え,山 から与えら
れるもの一」1月17日
〔愛知県立地企業地区別意見交換会〕「豊
川の水 と地域環境について」2月24日
〔三遠南信地域づ くり懇談会 シンポ〕「三
遠南信地域づ くり」(コーディネー ター)
2月20日
〔渥美 ・伊勢地域交流事業研究会;渥 美 ・
伊勢地域交流研究会〕 「渥美半島 と伊勢
をむすぶ歴史的ネットワークについて」
(兼コーデ ィネーター)5月9日
〔経済地理学会大会シンポジウム〕「日本
農業の再編 と再生論」(兼コーデ ィネー
ター)5月25日
〔穂 の国森づ くりの会研究会〕「近世にお
ける奥三河の森林 と林野利用」5月28日
〔穂 の国森づ くりの会研究会〕「明治以降
における奥三河の森林資源造成の展開」
6月18日
〔豊橋 ロータリー クラブ講演会〕 「都市化
と土地条件一豊川下流域 を中心に一」6
月5日
〔沖縄地理学会〕「東亜同文書院生の中国
調査旅行と中国像」7月5日
〔開発懇話会研究会〕「三遠南信の歴史 と
現状」8月4日
(7)
〔愛知県新地方計画地域研究会〕 「東三河
地域の現状 と課題」8月28日
〔日本地理学会シンポジウム〕「献境 を越
えた地域づ くり一三遠南信地域を中心 に
一」10月11日
〔東三河交流 フォーラム〕「森 ・水 ・人の
共生をめ ぐって」10月14日
〔宝飯広域都市連合シンポ〕「熱 くなれ宝
飯連合都市」(コーデ ィネーター)10月
15日
〔道具の会 シンポ〕「農山村の水循環一 豊
川流域 と奈良盆地一」10月19日
〔ライオンズクラブ愛知県環境部会〕「奥
三河の森林資源造成 と豊川の特性」10月
24日
〔日本観光学会〕「東亜同文書院生のみた
20世紀前半期の中国」10月25日
〔蒲郡市民大学講座〕「東三河の地域 シス
テムと蒲郡」10月31日
〔蒲郡市民大学講座〕「蒲郡の地域 ネッ ト
ワークと三河」11月28日
〔松下 智所員〕
〔静岡県立大オープンカレッヂ〕 「茶の原
産地 と日本茶の伝来」3月20日
〔愛知県文化財団文化講演会〕「茶の原産
地と文化の発生」10月4日
〔韓国漢陽大学民族研究所 東アジア食文
化 シンポジウム〕「茶の原産地」11月14
日
〔宮沢哲男所員〕
〔水文科学会〕「水源地域の水質 と地質」
6月14日
〔安井俊夫所員〕
〔愛知県私学協会97年度研修会〕「21世紀
を展望する歴史教育」11月18日
〔吉野正敏所員〕
(APN/SASCOM/IHOP/GCTEHuman
DimensionsWorkshop(NewDelhi,Indi-
a)〕"ClimateandFoodSecurity"1月20
～23日
〔日本地理学会秋季学術大会〕「中国の乾
燥 ・半乾燥地域の自然 と人間活動」10月
11日
〔日本地理学会秋季学術大会〕「モ ンスー
ンアジアの環境変化 と米作社会」10月11
日
〔第27回気候影響 ・利用研 究会〕 「IPCC
の"Regiona1Reportl997"について」9
月29日
〔和田明美所員〕
〔岡崎歴 史と文学の会〕 「額田王の恋 とそ
の歌一 「紫のにほへる妹」一」4月3日
やまとたける
〔蒲郡市民教養講座〕 「倭 建 と尾張の
み や ず ひめ
美夜受媛 との贈答歌謡」7月5日
現地調査
〔有薗正一郎所員〕
〔沖縄島のヒガンバナ自生状況調査〕9月
23--25日,沖縄島
〔安藤萬寿男所員〕
〔木曽川近世スーパー堤防〕9月 ～12月,
木曽川右岸(笠 松町以東)
〔市野和夫所員〕
〔EU地域の自然保護の実情調査〕3月3
日～6日,オ ランダ ・シーモニクー国立
公園
〔三宅島森林植生調査〕7月2日 ～4日,
三宅島
〔権根 勇所員〕
〔インダス文明〕1月2日 ～15日,パニジ
ヤーブ平原 ・インド
〔流域管理〕5月5日 ～11日,ブランタス
川流域 ・イン ドネシア
〔北野信彦研究所〕
〔日本 ・チ リ保存科学共同調査〕(モアイ
修復作業)7月30日～8月13日,チ リ・
イースター島
〔日本 ・チ リ保存科学共同調査〕(先住民
族丸木船保存処理作業)8月14日一25日,
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チ リ ・アプーチ
〔ネパ ー ル ・カ トマ ンズ ヒマ ラヤ周辺食 文
化 お よび 自然環境 調査〕5月6日 ～17日,
ネパ ール ・カ トマ ンズ ヒマ ラヤ
〔文部省科研 費 ・基盤研 究費(C):「 出
土色漆 の退 色現象 の把 握 とその保存 に関
す る基礎 的研 究」調査 〕1月 一r12月,全
国各埋蔵文 化財 セ ンター等
〔沓掛俊夫所 員〕
〔近畿地方 の領家花 こ う岩類の地 質調:査と
試料採取〕1月31日 ・2月1日;2月22
日;8月10日;11月1日 ・2日;12月25
日 ・26日,三重県 ・奈良県
〔琵琶湖周辺 の花 こ う岩類の地 質調 査〕8
月17日～19日,滋 賀 県田上地域
〔三河地方領 家帯 のはんれい岩体 の地質調
査〕11月27日,愛知 県富山村
〔鈴 木源一郎研 究員〕
〔旧鳥羽藩 の八 王子 ・天 王 ・神 明 ・八幡 各
社分布調査〕7月27日 ～31日,鳥 羽町 ・
波切村
〔遠 山佳治研究 員〕
〔愛 知県史調査〕2月8日 ・26日,3月3
日 ・15～16日,4月19日,5月29日 ・31
日,6月1日 ・19日,7月3日 ・5日 ～
6日,8月2日 ・16日～17日・23日～24
日 ・26日,9月6日 ～7日,11月8日 ・
27日・30日,12月6日～7日,安 城 市,
岡崎 市,西 尾市,知 立市,幡 豆町,三 好
町,藤 岡町,清 洲町
〔名古屋 市史調査〕2月22日,3月1日,
3月26日,8月12日,10月16日 ・23日,
名古 屋,関 西大 学
〔安城 市史調査〕9月12日,12月18日,安
城市
〔多度町史調査〕1月27日,2月27日,3
月27日,4月2日 ～3日,5月22日,6
月26日,7月10日,8月5日,10月2日,
12月11日,三重県 多度郡 多度町
〔古橋家古文書調 査〕8月19日,稲 武町
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〔科研費(奨 励研究A)『江戸時代の伊勢
御師に関する研究』調査〕2月14日～15
日,3月5日 ～6日,三 重県伊勢市神官
文庫,東 京都世田谷区郷土資料館
〔名古屋女子大学生活科学研究所機関研究
「庄内川流域の地域開発にともなう生活
環境の変容」〕2月12日 ・24日～25日,
11月3日,岐阜県歴史資料館,岐 阜県図
書館,岐 阜県恵那郡山岡町,瑞 浪市
〔芝居番付調査〕2月17日～21日,8月27
日～29日,9月1日～5日 ・8日 ・10日,
12月22日・24日～25日,名古屋女子大学
図書館
〔立山信仰調査〕10月17日～18日,富山県
富山市,中 新川郡立山町,上 新川郡大山
町
〔愛知県下民俗芸能調査〕8月26日,12月
16日,名古屋市,一 色町
〔藤田佳久所員〕
〔沖縄の林野利用〕7月,沖 縄本島
〔熊本県の林野利用〕7月,熊 本県
〔下伊那の山村〕9月,長 野県下伊那郡
〔ミャンマーの企業立地 と土地利用〕11月,
ミャンマー
〔松下 智所員〕
〔日本の照葉樹 と茶〕5月13日～15日,宮
崎県綾町
〔石槌黒茶の製造〕7月28日～31日,愛媛
県小松町
〔茶の原産地〕9月5日 ～18日,中国雲南
省西盟県,鎮 沃県
〔宮沢哲男所員〕
〔女神湖の水収支 と熱収支〕9月2日 ～3
日,長 野県立科町
〔吉野正敏所員〕
〔中国北東部の環境変化〕8月7日 ～21日,
北京 ・ハルビン ・長春 ・藩陽 ・大連
〔韓 国 の気 候変 動〕10月21日～23日,
Seoul
総会 ・運営委員会
1997年4月15日第1回 運営委員会
議題(1)1997年度予算について
(2)総会について
(3)1997年度行事計画について
(4)その他
5月8日 所員総会
議題(1)1996年度事業報告及び決算報
告 について
(2)1997年度事業計画及び予算審
議について
(3)新所員・研究員の承認 につい
て
(4)委員の交替について
(5)その他
6月26日 第2回 運営委員会
議題(1)シ ンポジウムについて
(2)叢書12輯について
(3)見学会について
(4)その他
7月17日 第3回 運営委員会
議題(1)見 学会について
(2)旧本館の利用について
(9)
(3)その他
10月31日第4回 運営委員会
議題(1)補 正予算の件
(2)講演会開催 について
(3)その他
11月12日第5回 運営委員会
議題(1)1998年度予算 について
(2)その他
12月5日 第6回 運営委員会
議題(1)1998年度予算 について
(2)講演会開催について
(3)所員承認について
(4)その他
研究所見学会
日 時:1997年3月5日
場 所:伊 勢 「おかげ横丁」 と 「斎宮歴史
博物館」などの見学
日 時:1997年9月9日
場 所:豊 田市美術館,豊 田市郷土資料館
お よび 「猿投神社」などの見学
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1997年度研究所組織 〔所 長〕 藤田 佳久
〔所
〔研 究 員〕
員〕 有薗正一郎
稲垣不二麿
江口 圭一
加藤 一已
沓掛 俊夫
小浜ふみ子
杉本 一郎
玉井 力
藤田 佳久
安井 俊夫
渡辺 和敏
(非常勤所員)
安藤萬壽男
大磯 義雄
西條 八束
巽 俊雄
松下 智
北野 信彦
遠山 佳治
市野 和夫
井野口 孝
交野 正芳
木下 忠
黒柳 孝夫
迫田 耕作
武田 圭太
樋口 義治
間瀬 惇
吉野 正敏
渡辺 正
安藤 勇
小笠原久和
佐野 賢治
堀井令以知
村長利根朗
鈴木源一郎
村瀬 典章
伊東 利勝
印南 敏秀
櫃根 勇
木山 実
見城 幸雄
沢井 耐三
田暗 哲郎
樋野 芳雄
宮沢 哲男
和田 明美
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
陶山 宗幸
和田 実
〔補助研究員〕加藤 直之
〔運営委員〕 (庶務)
(企画)
(資料)
(編集)
樋口
黒柳
渡辺
沓掛
樽田 政子
義治
孝夫
和敏
俊夫
〔事 務 局〕 神藤 幸子
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